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2026-2027｜持続可能なインパクトを生み出そう　Create Lasting Impact

前橋RCスローガン　　Let's  begin

2026.７.14（火）　第3439回　例会報告

「トルコと日本の絆」
　皆さま。今日は、日本とトルコを結ぶ、一隻の船から始まった「百年
を超える友情の物語」についてお話ししたいと思います。
　今から136年前の1890年、明治23年のことです。当時のオスマン帝
国、現在のトルコの軍艦「エルトゥールル号」は、親善使節として日本
を訪れました。イスタンブールを出港してから、およそ１年にも及ぶ長
い航海でした。そして、日本での歓迎を受けた後、祖国へ帰る途中の９
月16日。和歌山県串本町沖で猛烈な台風に遭遇し、エルトゥールル号
は岩礁に激突、沈没してしまいます。乗組員600名以上のうち、500名
を超える人々が命を落とすという大惨事でした。夜の海は荒れ狂い、激
しい雨と風が吹きつける中、近くの紀伊大島の人々は、自らの危険を顧
みず救助に向かいました。真っ暗な海へ飛び込み、命綱を握り、必死に
人々を助け上げたのです。助かったのは69人。当時の村は決して豊か
ではありませんでした。むしろ、食べ物さえ十分ではない時代でした。
しかし、村人たちは自分たちの食料を分け与え、傷ついた異国の人々を
家に迎え入れ、懸命に看病しました。「国が違う」「言葉が通じない」そ

んなことは関係ありませんでした。目の前で苦しんでいる人を助けたい。その一心だったのです。やがて、生存者たちは日本
海軍の軍艦によって祖国へ送り届けられました。そして、この出来事は、トルコの人々の心に深く刻まれることになります。
　時は流れ、95年後。1985年。イラン・イラク戦争が激化し、イラクのフセイン大統領は、「48時間後以降、イラン上空を
飛ぶ航空機は撃墜する」と宣言しました。テヘランには、200人を超える日本人が取り残されていました。刻一刻と危険が迫
る中、日本から救援機を送ることはできませんでした。空港では、不安と恐怖の中で多くの日本人が途方に暮れていました。
その時です。手を差し伸べてくれた国がありました。それが、トルコでした。トルコ政府は、トルコ航空の特別機を２機派遣し、
215人の日本人を救出してくれたのです。実は当時、イラン国内には日本人よりも多くのトルコ人が残っていました。それでも、
まず日本人を救ってくれたのです。後に、感謝する日本人に対して、トルコの人々はこう語ったと伝えられています。「私た
ちは、95年前の恩を忘れていません。」なんと美しい言葉でしょう。95年。ほとんど一世紀です。助けられた人々の多くは、
すでにこの世を去っていたかもしれません。しかし、国として、人として、受けた恩を忘れなかった。そして、次の世代へと
受け継いでいたのです。日本とトルコ。地図を見れば遠く離れた国です。言葉も文化も宗教も違います。けれども、人を思い
やる心に国境はありません。「困っている人がいたら助ける。」「受けた恩を忘れない。」この当たり前のようでいて、最も尊い
心が、百年を超えて二つの国を結び続けてきたのです。私たちは、便利で豊かな時代に生きています。しかし、ともすると、
人とのつながりや感謝の心を忘れてしまいがちです。だからこそ、この日本とトルコの友情の歴史は、私たちに大切なことを
教えてくれます。親切は、その場で終わるものではない。善意は、世代を超えて受け継がれていく。そして、一人ひとりの思
いやりが、未来の誰かを救うかもしれない。136年前、荒れ狂う海で命がけで人を救った串本の人々。95年後、危険を承知で
飛び立ったトルコ航空の乗員たち。その行動の根底にあったものは、ただ一つ。「人を思う心」でした。私は、この物語こそ、
人類が誇るべき本当の財産だと思います。
　これからも日本とトルコの友情が末永く続くことを願いながら、そして私たち一人ひとりもまた、誰かにとっての「恩をつ
なぐ人」となれるよう願って、お話を終わります。ありがとうございました。
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例会日…火曜日（12：10）～群馬銀行 本店
（第1回　昭和28年9月8日創立）

クラブ会報委員会…曽我 治夫、篠原 亮、髙橋 秀実、
　　　　　　黒田 康介、安田 雅治
編　集　者…篠原 亮７/14(火)炉辺会合

アメイジンググレイス前橋

※クラブ会報は会員の敬称は略させて頂きます

会　員　数：119名

出　席　者：  83名

欠　席　者：  36名

本日出席率：71.55％

コーラス部会総会
2026.７.13群馬ロイヤルホテル

前橋ＲＡＣ
７月14日の本年度初例会ではク
ラブで栽培した野菜を使ったカ
レーを参加者で食べました。

・�本日18：30よりアメイジンググレイス前橋にて第2回 炉辺会合を開催致します。出席予定者25名の
皆様はよろしくお願い致します。 

・７月21日の例会は定款規定第７条１節(d)(1)：①により休会となります。
・�７月28日11：00より新会員３名を対象に新会員オリエンテーションを開催致します。会場はロイヤ
ルチェスター前橋となります。

・�７月28日は新潟ロータリークラブへの友好訪問です。例会終了後ロイヤルチェスター前橋よりバス
にて出発します。前橋には23：00に到着予定です。

・７月15日に事務局より前期会費のご連絡を送らせていただきます。

幹事報告（増田幹事）

ニコニコBOX委員会報告（結城委員）

その他・クラブ活動・前橋ＲＡＣ活動紹介

出席委員会報告（神山副委員長）

前橋国際奨学生
アルタンゲレル　ムンフェルデネさん

国際奨学生

塩﨑様挨拶
まえばしインクルーシブスポーツフェスタ
実行委員長　塩﨑様
前橋市福祉部障害福祉課　田附様

お客様紹介


